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平成２９年２月２３日 

平成２９年度 自動走行実証推進事業への応募申請書 

市町村名 幸田町 

連絡先

部署名 企画部企業立地課立地推進グループ 

担当者役職・氏名 主事 太田 秀二 

電話番号 0564-63-5137（直通） 

ＦＡＸ番号 0564-63-5139 

メールアドレス companylocation@town.kota.lg.jp

○ 本事業への応募理由 

本事業への応募理由、狙い等について、自動走行システムへの期待やそれを活用するこ

とにより解決すべき行政課題を含めて記載してください。併せて、実証実験の成果を活用

し、当該行政課題を解決するための自らの施策展開の方向性等も記載してください（今年

度実施した地域におかれては、その点も踏まえて記載してください）。 

テーマ：交通弱者の安心・安全な移動支援による外出機会の創出 

～自動走行技術を活かした町民の活力向上と地域活性化～ 

（１）実証地域（ルート）において、自動走行システムを活用することにより、解決すべ

き行政課題（高齢者対策、交通不便地対策、観光振興対策等）が存在すること。 

今回、提示する実証地域は、幸田町が地方創生交付金事業により自動走行の実証実

験を進めている地域であり、町の拠点となる施設から、いかに交通弱者の移動手段を

サポートするかが課題となっている。 

本町においては、地域の足となるコミュニティバスを運行しているが、厳しい財政

制約下のもと、交通弱者の多様な外出ニーズを満たすサービス水準を確保することは

困難であることから、外出時間の選択やルート設定の自由度が高く、安心・安全に移

動できる自動走行車の活用方策を模索している。 

別紙 



- 2 - 

（２）実証実験の成果を活用し、当該行政課題を解決するための自らの施策展開の方向性

等が明確なこと（市町村のまちづくり計画等への位置付けや、市町村や地域の交通事

業者等との関係者が連携し施策を具体化する体制の構築が見込まれることなど。）。 

平成28年度の愛知県の実証実験は、町の拠点であり交通結節点でもある「相見駅」

と高齢化が進む「永野地区」を結ぶルートで、高齢者等の移動支援をテーマとした。 

平成29年度の愛知県の実証実験では、町の拠点であり、あらゆる世代の人が集まる

町民会館から、ひとつのモデルとして周辺集落へのルートを想定しているが、このル

ートは、現在、幸田町で進めている地方創生交付金事業により、今年度中に国土地理

院認定の３Ｄマップの整備を行うため、よりレベルの高い自動走行の実証実験ができ

ると考えている。 

また、地方創生交付金事業により、本ルート周辺の農地において、ドローン等も活

用したＩＴ・ＩｏＴ農業の展開を検討していることから、自動走行技術を活用した産

業振興や地域活性化など、地方創生に向けた幅広い取り組みを視野に入れている。 

そして、ＪＲ東海道本線に３つの駅を有する本町においては、３つの駅と拠点施設

や集落等を自動走行でネットワークさせることで、交通弱者の活動範囲が広がるとと

もに、様々な交流が促進されることで心と身体の健康が保たれ、町民が元気に活躍で

きる社会を築くものとしている。 

（スペースは適宜広げて記載してください）
幸田町まち・ひと・しごと創生『総合戦略』より 
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○ 実証実験実施場所、ルートの詳細 

  以下の点を記載及び地図に明示してください。路線内にある信号交差点、起点・終点場

所、主要な施設（駅、病院、公共施設等）を示してください。 

１ ルート（起点→終点） 

  幸田町町民会館→幸田町町民会館 

２ ルート（地図） 

３ 地理条件（既存のバスルートの有無、運行本数や地域の状況等を記入） 

（１）バスルートの有無と運行本数 

・名鉄バス：平成２６年９月３０日（火）廃止 

・幸田町コミュニティバス：１日６便、但し平日のみ（ルートは上図に記載） 

（２）地域の状況（平成28年住民意識調査「バスについて」） 

・ルートが限られ、乗継ぎ所も少ない。 

・町民・町内限定の無料タクシーとかのほうがありがたい。 

・バスの本数を増やして欲しい。 

・駅までのバスがほしい 

・バス停を増やして欲しい。地区の中心に欲しい。 

起点 

大草八ツ面 

交差点 

全長約2.9㎞

町民

会館

中部電力 

幸田変電所

ハッピネス

ヒル交差点 

幸田町コミュ

ニティバス 

➊

終点

➋

➌

➍

「道路使用許可

を得た封鎖道路」

の場合のルート

「通常の交通環境

下での道路」の場

合のルート 

閉鎖空間道路が

条件の場合は、

幸田サーキット

YRP桐山を想定
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４ 道路条件（募集要項も参照のこと） 

項目名 内容 

路線距離 片道約２．９㎞ 

車線数 片側１車線、白線一部劣化 

道路構造 歩車分離（ガードレールない部分あり）、勾配あり 

道路種別 県道美合幸田線、県道生平幸田線、 

町道（大草１号線、塔ノ元２号線、会下光明寺１号線、 

瓶割丸山１号線、検行３号線） 

トンネル、踏切 ともに無し 

交通量 全体的に少なく、普段渋滞は発生しない 

交差点 右左折する四差路２か所、Ｔ字路５か所 

起点・終点 起点：幸田町民会館 

終点：幸田町民会館 

駐停車場所、モニター調査実施場所の確保可能 

その他特記事項  県道美合幸田線については、通勤時間帯は交通量が多め 

５ 写真（次のものを貼り付けてください。Googleストリートビューなどでも可。容量はワ

ードファイル全体で５ＭＢ以下としてください。） 

（１）道路の様子（主要地点数カ所）

（２）起点、終点場所（駅、公共施設等） 

（３）車両待機場所（起点・終点場所と異なる場合） 

起点・終点（車両待機場所）
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６ 高精度３Ｄマップの有無 

○有（平成２９年度整備予定の場合は、時期を明記してください。また、「有」の場合は、 

そのルートも記載してください。） 

  ・平成２９年度３月中に整備予定 

  ・ルートは、P3実証実験ルートを含むエリアの予定 

  無 

➊

➍

➋

➌
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７ 貴自治体における自動走行に関連した独自の取組（実績、平成２９年度の予定・予算措

置状況等） 

（１）実績（平成28年度） 

【自動走行実証推進事業の実施（愛知県）】 

・行政課題：高齢者 

・具体的内容：高齢者等交通弱者の移動支援 

・走行ルート：ＪＲ相見駅～永野ちびっこ広場 2.6ｋｍ 

・実施日：平成28年6月23日（木）、24日（金） 

【幸田町まち・ひと・しごと創生『総合戦略』（平成28年3月策定）】 

・歩いて暮らせるまちづくり 

総合戦略における様々な取り組みを実現するためには、高齢者を含めた町民が健

康で外出しやすい環境を整えることが必要なため、本町では、それを実現する仕組

みとして「歩いて暮らせるまちづくり」に取り組みます。▼ビジネスモデル展開
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（２）平成29年度の予定・予算措置状況等 

【自動走行技術深化事業（内閣府地方創生交付金事業）】 

●事業期間 

・ 平成28～30年度（地域再生計画：平成28年12月13日内閣総理大臣認定） 

●事業概要 

・ 高齢者を含む町民の外出機会を創出するため、移動支援として期待される自動走行の

実用に向けた社会実験を一般公道で行い、住民周知（社会受容性浸透）を図るととも

に、自動走行に必要な３Ｄマップについて、利便性が高く移動制約の少ないまちづく

りへの活用方策を検討する。 

・ さらに、公道を中心とした３Ｄマップにドローン等を活用した高精度な農地地図の整

備を合わせて行うことで自動走行や製造業の技術を有する民間事業者の参入を促し、

IT・IoT農業としての発展を図る。 

●実施予定事業 

ア 一般自動走行における住民周知（社会受容性浸透）事業：自動走行実証実験と社会

受容性に関するアンケート調査の実施 

○平成２８年度 

・自動走行路線の現地確認、アンケートの準備（アンケート票の作成等）、自動走行車

両テスト走行 

○平成２９・３０年度 

・自動走行実施、アンケートの実施（事前・事後）と結果の取りまとめ 

イ 高精度３Ｄ地図整備事業：国土地理院による公共測量申請 

○平成２８年度 

・ＭＭＳによる３次元計測 

○平成２９年度 

・計測データの解析、自動走行用３次元地図作成 

○平成３０年度 

・３次元地図の公共測量申請 

ウ 地図利活用による住民サービス向上検討事業：利活用方策検討 

○平成２８～３０年度 

・庁内検討会の開催 
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エ IT・IoT 農業への技術転用可能性検討調査：ドローンの活用、栽培支援における技

術応用 

○平成２８年度 

・ドローン飛行地域（農地）選定、ドローン飛行地域の現地確認・現地空撮、３次元

データ解析 

○平成２９・３０年度 

・IT・IoTへの利活用調査（文献等）、利活用検討内容の取りまとめ 

８ その他参考資料（ある場合は添付） 

●自動走行技術の活用・応用・発展の素地を備える『幸田町』 

・（株）デンソー幸田製作所など自動車関連産業を中心に製造業が盛ん（平成26年の製

造品出荷額等：県下7位） 

・名古屋大学未来社会創造機構との連携及び協力 

・愛知工科大学との連携及び協力 

・愛知工科大学工学部情報メディア学科３年の石川竜矢さんが幸田町内にベンチャー企

業「イーラトリップ」を設立 

平成29年1月26日朝日新聞 


